
















記事を 7章と 8章には分割していない3)0 G・フォン・ラートは， 7章と 8章に
聖戦の基準を適用し，並行するこつの伝承，即ち，オレプとゼエプに対する戦








































<6: 11-6: 32> 防禦から攻撃へ
イスラエノレ…ギデオンの召命とパアル祭壇 ・アシェラ像の排除
<6: 33-35> 両軍の結集・対時







<7: 9-7: 14> 偵察活動
イスラエル軍…ギデオンとプラによる偵察
ミディアン軍…ギデオン軍に敗北することを予測
<7: 15-7 : 22> 会戦(夜戦)
イスラエノレ軍…具体的な戦術(三隊構成，角笛・水がめ・松明)
ミディアン軍…同士打ち ・敗走
<7: 23-7 : 25> 援軍による追撃
イスラエル軍…ナアタリ・アシェル ・マナセ ・エフライムによる追撃
ミディアン軍…将軍オレブとゼエプの捕縛






























































いるが， 6章 11節から 32節までの箇所においてそれはまだ明らかにされてい
ない。













D. <6: 36-40> 羊毛のしる し
多くの注解者たちは，この羊毛のしるしの記事を場違いな記述だと説明する。














E. <7: 1-8> 本陣形成
ミディアン人は，この時代，既に東方の民族と連帯し，シナイ半島やヨルダ
ン川東域で活動していた26)。アラピヤ中央部のカルコル (8: 10)からエズレル








































































(出 19: 16) 
「角笛の音がますます鋭く鳴り響いたとき，モーセが語りかけると，神は雷鳴をもって答
えられた」
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